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希
望
あ
ふ
れ
る
新
成
人
が
集
う

市
の
新
成
人
を
祝
う
式
典
が
１
月
13
日

㈰
に
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
開
か
れ
、
20

歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
今
年
の
対
象

者
は
男
性
５
４
７
人
、 

女
性
２
２
７
人
の

合
計
７
７
４
人
。
会
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
の
晴
れ
着
で
彩
ら
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
再

会
を
喜
び
合
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
古
来
か
ら
、
男
子
に
は
「
元

服
」
女
子
に
は
「
裳
着
」
と
呼
ば
れ
る
成

人
を
祝
う
儀
式
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

成
人
式
の
形
は
、
終
戦
間
も
な
い
頃
に
次

代
を
担
う
青
年
た
ち
に
明
る
い
希
望
を
持

た
せ
励
ま
す
た
め
、
埼
玉
県
の
と
あ
る
町

で
開
い
た
「
成
年
式
」
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
成
人
式
は
、
新
成
人
に
と
っ

て
は
20
歳
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
日

で
あ
り
、
大
人
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
若
者

た
ち
を
大
人
の
社
会
へ
迎
え
入
れ
、
エ
ー
ル

を
送
る
日
な
の
で
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
成
人
式
を
迎
え

て
も
「
大
人
に
な
っ
た
」
と
い
う
実
感
は
あ

ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も

う
「
未
成
年
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酒
や

タ
バ
コ
が
許
さ
れ
る
自
由
を
手
に
入
れ
た
と

同
時
に
、
選
挙
や
国
民
年
金
と
いっ
た
責
任

が
課
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
は
皆
さ
ん
の
選
択
で
変
わ
って
き
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、
大
人
の
世
界
へ
。

① ② ③ ④ ⑤

徳野  萌さん

中川  晃彦さん

長  見帆さん土田  洸希さん

吉村  宗一郎さん

池崎  美弥さん 飯田  あさりさん

大西  健基さん 中村  裕弥さん

瀬戸  友里恵さん

　20歳になる
という自覚と責
任をもって、親
のような立派な
大人になりたい
です。

　実行委員の
仕事は全部楽
しかったです。
野々市はもっと
発展していって
ほしいです。

　あまり実感は
ありませんが、
責任を持って
しっかりした大
人になりたいで
す。

　ビデオ作りが
楽しくもあり大
変でもありまし
た。野々市をさ
らに明るく楽し
くしたいです。

　布水中の友達
と良い思い出を
作ることができ
ました。先生方
のような大人に
なりたいです。

　ここまで育て
くれた両親や家
族に感謝し、こ
れからはその恩
返しをしていき
たいです。

　春から保育士
になるので、子
どもたちを第一
に考えられる保
育士、大人にな
りたいです。

　久しぶりにみ
んなと会えて楽
しかったです。
みんなで目指
せ！住みよさ全
国１位の市!!

　吉村くんの誘
いで委員会に入
りました。これ
からも、頼られ
る大人になりた
いです。

　友達や先生と
久しぶりに会え
てうれしかった
です。器の大き
な大人になりた
いです。

　今年は10人が実行委員を務めました。委員は、10月から６
回集まり、式で流すビデオ「20年のあゆみ」を制作しました。
ビデオ内で流れた野々市・布水両中学校の当時の担任にインタ
ビューしたのも委員の皆さんです。実行委員を務めた感想や20
歳の抱負、これからの野々市市を聞きました。

成人式実行委員に聞きました！

新たな決意を胸に踏み出す一歩
平成25年 成人式

この日、新成人は大人の社会へ仲間入りしたことを自覚し、
大人は若者たちの新たな門出を祝い、激励しました。

①会場のいたる所で記念撮影。②粟市長は、本田技研工業の創業者・本田宗一郎氏の言葉「チャレンジして失敗を恐れるよりも、何も
しないことを恐れろ」を贈りました。③式は、新成人の有志でつくる実行委員が司会を務めます。④新成人を代表して中川晃彦さんが
「今までお世話になった全ての人に深く感謝します」と謝辞を述べました。⑤自分たちに向けられた言葉に聞き入る新成人たち。

→当時の富陽小学校６年２組の担任・中山典子先生が８年間預か
っていたクラス全員分のタイムカプセル。この日会場で開封する
と、20歳の自分に向けた手紙や当時の宝物などが出てきました。
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基調講演 : 松澤賢治氏　（流通科学大学教授）

日時　３月２日㊏ 14:00 ～ 16:20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付は 13:30 から）

問い合わせ・申し込み
福祉総務課　☎ 227-6061

パネルディスカッションもあります！

「野々市市のこれからの地域福祉づくり」　

パネリスト/ 大地原顕重、藤田雅顯、宮前真弓

アドバイザー / 松澤賢治（流通科学大学教授）

コーディネーター / 内慶瑞（計画策定委員長）

入場
無料

手話
通訳

要約
筆記

場所　交遊舎（JR 野々市駅隣）

住み良いまちをつくるための
シンポジウムです。

　今、福祉を取り巻く環境は大きく変化しています。また、
ライフスタイルの多様化により、行政だけの取り組みではき
め細かなサービスを提供することが難しくなってきました。さ
まざまな課題を「地域」という枠組みでとらえ、市民や事
業所、ボランティア団体などが互いに助け合い、支え合い
ながら協力して住み良い地域づくりを進めていく「地域福
祉」が必要となっています。
　市は市社会福祉協議会と共に、地域福祉を進めるため
の指針となる「地域福祉計画」と、地域福祉を実現する
ための具体的な取り組みを示した「地域福祉活動計画」
をセットで策定しました。この計画をよりよく知り、地域福祉
を一緒に考えましょう。
※会場で計画概要版（全 47 ページ）を配布します

※当日参加もできますが、席の準備の
ため事前の申し込みをお願いします

少
子
高
齢
化 虐

待

地
域
福
祉

社
会
的
孤
立

都
市
化

雇
用
環
境
の
変
化

平成25年

市消防
出初式

～安心・安全のまちを目指して～
　

新
春
恒
例
の
市
消
防
出
初
式
が
１
月
６
日

㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
行
わ
れ
、
消
防

団
員
、
自
警
団
員
、
消
防
職
員
の
総
勢
２
０
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
退
団
者
な
ど
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
後
、
粟
市
長
が
、「
長
年
に
わ
た
っ
て
使

命
を
果
た
し
、
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

に
敬
意
を
示
し
た
い
。
ま
た
、
万
が
一
に
も
火

災
が
発
生
し
た
時
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
に
な

る
。
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭

に
さ
ら
に
訓
練
に
励
み
、
市
民
を
守
り
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
奮
闘
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
応
え
て
、
清
水
一
男
市
消
防
団
長
が
「
近

年
の
火
災
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
我
々

は
、
火
災
防
ぎ
ょ
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
の
な
い

明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
消
防
署
と
協
力
し
て
こ

れ
か
ら
も
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、
庁
舎
南
側
の
あ
ら
み
や

公
園
で
は
、
車
両
行
進
、
は
し
ご
の
ぼ
り
、
裸

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
大
勢
の
見
物
人
が
見
守
る
中
、
団

員
た
ち
は
勇
壮
な
ふ
る
ま
い
で
、
頼
も
し
い
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。

受
章
者　
　
　
　

※
敬
称
略

石
川
県
知
事
表
彰

功
労
章

中
源
勝
則
、
宮
本
朋
広
、
土
井
浩
志
（
野
々
市

消
防
署
消
防
司
令
補
）

永
年
勤
続
功
労
章

山
本
利
次
、
室
人
武
司
、
中
村
陽
一
（
野
々
市

消
防
署
消
防
士
長
）、
宮
川
美
保
子
（
第
５
分

団
分
団
長
）、
小
林
真
紀
（
第
５
分
団
副
分
団

長
）野

々
市
市
長
表
彰

10
年
勤
続
功
労
章

後
藤
龍
哉
（
第
１
分
団
）、
伊
藤
正
浩
（
第
２

分
団
）、
竹
中
重
、
山
本
俊
広
（
第
３
分
団
）、

藤
波
国
隆
（
第
４
分
団
）

野
々
市
市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
功
労
章

安
原
透
（
第
３
分
団
）

優
良
消
防
団
員
表
彰

森
義
治
、小
浦
隆
造
、内
村
兼
二（
第
１
分
団
）、

木
村
和
正
、
山
岸
正
和
、
村
井
直
之
（
第
２
分

団
）、
安
原
透
、
西
村
裕
之
、
北
佳
浩
（
第
３

分
団
）、
押
田
克
夫
、
扇
勝
浩
、
紙
子
和
男（
第

４
分
団
）、
石
髙
史
子
、
横
浜
裕
美
子
（
第
５

分
団
）

退
団
者
感
謝
状

塚
本
勝
久
（
元
団
本
部 

副
団
長
）、
西
本
哲
也

（
元
第
２
分
団
）、
越
島
順
子
（
元
第
５
分
団
）

野
々
市
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
を
答
申

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

野
々
市
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
が
、
１
月
10

日
㈭
、
市
役
所
で
野
々
市
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
を

答
申
し
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、平
成
23
年
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
部
会
別
討
議
な
ど
を
行
い
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
19
カ
所
で
開
か
れ
た
地
域

座
談
会
に
は
、
述
べ
５
０
７
人
の
市
民
が
参
加
し
、
地
域

の
課
題
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
支
え
合
い
の
ま
ち
や
誰
も
が
活
躍
で
き
る

環
境
な
ど
を
つ
く
る
計
画
を
検
討
。
のっ
テ
ィ
体
操
の
普

及
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
創
設
や
住
民
が
集
う
農
園
ひ

ろ
ば
の
整
備
な
ど
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
県
内
で
初
め
て
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
活
動
計
画
と一体
的
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

内
慶
瑞
委
員
長
は
「
計
画
を
作
っ
て
も
実
行
さ
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
広
く
知
って
も
ら

う
こ
と
。
そ
し
て
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
各
団
体
の
連
携

強
化
と
環
境
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
添
え
て
、
粟

市
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

野々市市地域福祉シンポジウム

みんなで支え合い 声と心がつながる 元気なまち
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
！

金
村　

哲
夫　

議
員

将
来
の
エ
コ
タ
ウ
ン
化

Q
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し

た
発
電
や
電
気
自
動
車
な
ど
を
導

入
し
た
エ
コ
交
通
網
の
整
備
を
行
い
、
災

害
時
の
独
立
電
源
を
備
え
た
エ
コ
タ
ウ
ン

を
こ
れ
か
ら
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
取

り
組
み
た
い
が
見
解
を
問
う
。

Ⓐ
市
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
き
各
種

施
策
を
一
つ
一
つ
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
計
画
中
の
新
規
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
い
て
も
一
層
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

Q
富
奥
公
民
館
改
築
に
、
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
公
民
館
の
機
能
を

強
化
す
る
た
め
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

す
る
計
画
が
あ
る
の
か
問
う
。

Ⓐ
防
災
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
や
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
観
点
か
ら
、

基
本
設
計
の
中
で
検
討
し
た
い
。

避
難
場
所
誘
導
標
識
の
設
置

Q
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
後
、

広
域
避
難
地
と
震
災
時
避
難
場
所

の
誘
導
標
識
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

Ⓐ
広
域
避
難
地
の
要
件
に
該
当
す
る

場
所
は
本
市
に
は
な
い
。
避
難
場

所
誘
導
標
識
の
設
置
は
、
市
民
の
安
全
と

被
害
軽
減
に
有
効
で
あ
り
、
既
存
の
消
火

栓
標
識
の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
来
年

度
実
現
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

な
る
よ
う
事
業
者
選
び
は
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。

Q
尼
崎
市
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
取

り
組
み
を
視
察
し
て
き
た
が
、
本

市
で
も
全
庁
横
断
的
な
組
織
で
取
り
組
み

の
強
化
を
。

Ⓐ
生
活
習
慣
の
改
善
や
介
護
予
防
な

ど
は
、
複
数
の
担
当
課
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
本
市
の
健
康
問
題
に

つ
い
て
、
関
係
各
課
で
共
通
認
識
を
持
ち

連
携
を
図
り
た
い
。

Q
市
内
を
流
れ
る
用
水
の
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
の
能
力
調
査
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
本
市
下
林
２
丁
目
地
内
の
林
口
川

用
水
に
お
い
て
も
、
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
所
が
稼
動
し
て
い
る
。
現
在
こ
の

施
設
は
県
立
大
学
が
平
成
27
年
度
末
を
め

ど
に
発
電
量
や
騒
音
な
ど
の
実
証
実
験
を

行
っ
て
お
り
、
調
査
は
こ
の
実
験
結
果
を

も
と
に
検
討
し
た
い
。

Q
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
装
置
と
電
気
自

動
車
用
充
電
器
を
設
置
し
て
市
民
に

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

Ⓐ
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
は
あ
る
が
、

実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。

生
活
保
護
受
給
者
増
加
の
根
本
問
題
は

岩
見　

博　

議
員

Q
生
活
困
窮
者
の
孤
立
死
が
後
を
絶

た
な
い
。
経
済
状
況
の
悪
化
と
非

正
規
雇
用
と
大
企
業
の
横
暴
勝
手
な
首
切

り
、
無
年
金
な
ど
の
蔓
延
を
進
め
て
き
た

大
企
業
と
政
府
の
責
任
。
市
長
は
、
根
本

問
題
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
か
。

Ⓐ
生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
困
窮
者

に
対
し
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
自

立
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

受
給
者
増
加
の
要
因
は
、
高
齢
者
の
増

加
、
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Q
生
活
保
護
の
開
始
は
親
族
に
よ
る

扶
養
が
優
先
で
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
い
。

Ⓐ
生
活
保
護
法
で
は
扶
養
義
務
者
か

ら
の
扶
養
が
生
活
保
護
を
受
給
す

る
前
提
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
生
活
に
困
難
を
も
っ
た
人
が
主
体
的

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
た
め
に
も
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
。

Ⓐ
市
福
祉
事
務
所
で
は
必
要
人
員
を

配
置
し
て
支
援
し
て
い
る
。

Q
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
地
域
密
着
型
と
な
る

に
は
、
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、

施
設
長
な
ど
の
姿
勢
が
一
番
求
め
ら
れ

る
。
施
設
も
、
自
宅
の
雰
囲
気
で
利
用
で

き
る
民
家
型
が
良
い
。
事
業
者
募
集
に
あ

た
っ
て
の
市
長
の
思
い
を
聞
く
。

Ⓐ
平
成
25
年
度
中
に
１
カ
所
整
備
し
、

翌
年
度
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
事
業
者
選
定
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
行
う
。
地
域
密
着
型
の
施
設
と

平
成
24
年
第
4
議
会
　
12
月
定
例
会

議
案
23
件
、
議
会
議
案
２
件
が
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

補
正
予
算

専
決
処
分
（
平
成
24
年
度
市
一
般
会
計
補

正
予
算
）
の
承
認

１
５
５
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
１
５
３
億
９
２
６
０
万
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

12
月
16
日
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
執
行
経
費
を
増
額
。

平
成
24
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算

５
億
５
２
１
６
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
１
５
９
億
４
４
７
６
万
９
千
円

と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

各
種
事
務
事
業
に
お
け
る

決
算
見
込
み
や
交
付
額
の
決
定
に
伴
う
調

整
お
よ
び
野
々
市
・
布
水
両
中
学
校
の
増

築
・
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
の
所
要
額
を

計
上
。

平
成
24
年
度
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

１
億
２
７
０
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、予

算
総
額
を
46
億
６
２
９
万
２
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

決
算
見
込
み
に
伴
う
後
期

高
齢
者
支
援
金
な
ど
の
増
額
お
よ
び
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
の
発
行

な
ど
の
所
要
額
を
計
上
。

平
成
24
年
度
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

89
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
億
８
９
８
９
万
２
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

前
年
度
決
算
の
繰
越
金
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

を
計
上
。

平
成
24
年
度
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

６
８
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額

を
22
億
２
１
５
万
１
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

国
庫
負
担
金
の
調
整
お
よ

び
介
護
認
定
支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用

な
ど
を
計
上
。

平
成
24
年
度
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

３
３
２
万
１
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額

を
19
億
７
５
７
１
万
７
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

前
年
度
決
算
に
係
る
繰
越

金
お
よ
び
申
告
消
費
税
の
確
定
な
ど
の
所

用
額
を
計
上
。

条
例
の
制
定
・
改
正

市
議
会
議
員
政
務
調
査
費
交
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

市
職
員
倫
理
条
例
及
び
市
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
こ
ど
も
医
療
費
給
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

関
連
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、条
例
を

一
部
改
正
す
る
。

市
公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準

に
関
す
る
条
例

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
公
共
下
水
道
の

構
造
を
新
た
に
条
例
で
定
め
る
。

市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及

び
資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

に
関
す
る
条
例

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
布
設
工
事
監
督

者
の
配
置
お
よ
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
を
新
た
に
条
例

で
定
め
る
。

そ
の
他
の
議
案

市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

市
の
境
界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
必
要

と
な
っ
た
白
山
市
と
野
々
市
市
の
境
界
変

更
に
関
す
る
も
の
。

県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
変
更

県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
規
約
の

変
更

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
が
解
散
し
、

新
た
に「
七
尾
市
」と「
中
能
登
町
」と
し
て

加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
。

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

白
山
石
川
医
療
企
業
団
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

両
一
部
組
合
が
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

議
員
定
数
を
変
更
す
る
も
の
。

専
決
処
分
（
差
押
債
権
取
立
請
求
事
件
に

係
る
訴
え
の
提
起
）
の
承
認
に
つ
い
て

市
税
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
の
た
め
ア
コ

ム
株
式
会
社
を
相
手
方
と
し
て
、金
沢
簡

易
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
野
々
市
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

・
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
実
施
に
対

す
る
抗
議
の
決
議

市
政
全
般
に
わ
た
り
９
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問
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育
は
市
交
通
安
全
協
会
の
ご
協
力
の
も

と
、
各
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
１

学
年
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
対
象
で
あ

り
、
相
当
広
い
場
所
が
必
要
な
こ
と
か
ら

交
通
公
園
で
の
実
施
は
難
し
い
。

Q
市
内
体
育
館
の
夜
間
使
用
時
間
お

よ
び
、
休
日
使
用
時
間
の
延
長
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

Ⓐ
各
種
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
、
体

育
館
の
望
ま
し
い
利
用
時
間
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
市
に
お
け
る
憲
法
で
も
あ
る
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
第
一
次
総

合
計
画
で
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
制
定
を

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
や
、
市
長
の
考
え
る
基
本
理
念
に
つ

い
て
問
う
。

Ⓐ
基
本
理
念
は
、
愛
と
和
の
市
民
憲

章
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
市
民
協
働

の
概
念
を
導
入
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
に
よ
る
指
針
策
定
と

並
行
し
て
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
皆
様
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
26
年
度
内
に
条
例
を
議

会
に
提
出
し
た
い
。

Q
市
内
全
域
で
の
一
斉
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
情
報
伝
達
お
よ
び
、
各

種
団
体
の
機
能
の
点
検
を
し
、
問
題
点
を

洗
い
だ
し
、
防
災
体
制
改
善
、
見
直
し
を

行
え
ば
ど
う
か
。

Ⓐ
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
資
機
材

の
充
実
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

市
民
参
加
型
の
大
規
模
防
災
訓
練
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

市
民
生
活
を
守
る
責
任
あ
る
職
員
育
成
を

土
田　

友
雄　

議
員

Q
行
政
の
役
割
と
は
何
か
。
使
命
を

持
っ
て
責
任
あ
る
業
務
の
遂
行
を

願
う
。
各
々
の
業
務
が
市
民
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
か
？
夢
と
安
心
喜
び
を
も

た
ら
す
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
か
な
ど
自

己
採
点
も
必
要
だ
。
職
員
と
し
て
自
覚
と

誇
り
市
へ
の
愛
着
心
を
持
て
。

Ⓐ
本
市
で
は
、
人
材
育
成
基
本
方
針

を
も
と
に
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
地
元
へ
の
愛

着
心
を
育
む
た
め
、
各
種
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

今
後
と
も
市
職
員
と
し
て
緊
張
感
と
責
任

感
を
持
ち
、
市
民
の
信
頼
と
付
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
職
員
育
成
に
努
め
た
い
。

開
か
れ
た
教
育
委
員
会

Q
教
育
委
員
会
は
学
校
を
指
導
管
理

す
る
地
域
教
育
の
責
任
機
関
で
あ

り
、
自
治
体
の
教
育
に
大
き
な
責
任
が
あ

る
。
教
育
委
員
の
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い

で
は
相
談
の
し
よ
う
が
な
い
。
身
近
で
開

か
れ
た
委
員
会
を
目
指
せ
。

Ⓐ
教
育
委
員
会
は
６
人
の
教
育
委
員

と
職
員
で
構
成
し
、
教
育
行
政
を

行
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
は
各
種
行
事
に

新
教
育
長
に
所
信
表
明
を
求
め
る中村　

義
彦　

議
員

Q
新
し
く
教
育
長
に
就
任
し
た
堂
坂

教
育
長
に
所
信
表
明
を
求
め
る
。

Ⓐ
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
学
習
環
境
の
充
実
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
の
連
携
、
家
庭
教
育
の

充
実
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
市
民
の

皆
様
が
自
主
的
に
生
涯
学
習
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
施
策
を
推
進
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
が
心

を
一
つ
に
し
て
職
務
に
当
た
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
教
育
行

政
の
充
実
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

Q
福
井
県
永
平
寺
町
で
は
、
学
力
育
成

支
援
事
業
や
、
学
校
元
気
創
造
事

業
と
い
っ
た
予
算
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
指

定
せ
ず
学
校
内
で
創
意
工
夫
し
た
学
力
向

上
事
業
を
校
長
の
自
由
裁
量
で
使
途
を
決

定
で
き
る
予
算
措
置
に
よ
り
学
力
向
上
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
本
市
で
も
そ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
え
ば
ど
う
か
。

Ⓐ
予
算
計
上
は
各
自
治
体
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
い
い

と
こ
ろ
を
学
び
な
が
ら
取
り
組
み
を
研
究

し
た
い
。

Q
小
中
学
校
に
お
い
て
本
市
関
連
の

公
共
施
設
や
、
歴
史
関
連
施
設
、

交
通
公
園
の
利
用
に
よ
る
社
会
教
育
、
歴

史
教
育
、
交
通
安
全
教
育
の
現
状
に
つ
い

て
問
う
。

Ⓐ
本
市
で
は
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
公
共
施
設
を
利
用
し
な
が
ら

学
習
し
て
い
る
。
水
に
つ
い
て
上
下
水
道

を
テ
ー
マ
に
、
鶴
来
の
浄
水
場
を
見
学
す

る
こ
と
で
学
ぶ
意
欲
づ
け
を
図
っ
て
い

る
。
歴
史
教
育
は
郷
土
資
料
館
、
御
経
塚

遺
跡
な
ど
の
施
設
を
ふ
る
さ
と
教
育
に
関

連
付
け
て
見
学
し
て
い
る
。
交
通
安
全
教

環
境
未
来
都
市
を
目
指
せ

西
本　

政
之　

議
員

Q
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
低
炭
素
社
会
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
、
市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
む
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
行

動
計
画
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

Ⓐ
環
境
配
慮
に
対
す
る
市
独
自
の
行

動
計
画
は
な
い
が
、
県
環
境
総
合
計

画
の
行
動
計
画
に
従
っ
て
各
種
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
環
境
基
本

条
例
を
制
定
す
る
際
に
分
野
別
計
画
と
な

る
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

Q
環
境
配
慮
に
対
す
る
先
進
的
な
取

り
組
み
に
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
」

が
あ
る
。
本
市
は
行
政
範
囲
が
狭
い
、

人
口
密
度
が
高
い
等
、
最
適
な
条
件
が

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
」
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
検
討

せ
よ
。

Ⓐ
市
総
合
計
画
な
ど
の
各
施
策
を
一

つ
一
つ
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
野
々
市
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
家
戦
略
プ

み
ん
な
で
作
り
た
い
野
々
市
市
立
図
書
館

大
東　

和
美　

議
員

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
時
間
の
延

長
や
駐
車
場
不
足
の
解
消
な
ど
現

在
で
も
取
り
組
め
る
も
の
は
な
い
の
か
。

Ⓐ
開
館
時
間
は
、
近
隣
市
町
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
の
時
間

帯
で
運
営
し
た
い
。
駐
車
場
は
、
公
民
館

と
併
用
し
て
お
り
混
雑
す
る
た
め
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
20
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
て

い
る
移
動
図
書
館
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。

Q
武
雄
市
立
図
書
館
な
ど
先
進
的
な

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
は
。

Ⓐ
全
国
の
先
進
地
の
事
例
を
大
い
に

参
考
に
し
、
日
々
の
図
書
館
活
動

に
生
か
し
た
い
。

Q
図
書
館
建
設
に
あ
た
り
、
知
識
を

積
み
重
ね
研
鑽
を
つ
む
人
材
育
成

の
費
用
を
惜
し
ま
な
い
で
。

Ⓐ
職
員
の
育
成
は
、
県
公
共
図
書
館

協
議
会
主
催
の
研
修
会
な
ど
を
通

じ
て
、
知
識
や
技
術
を
取
得
し
た
専
門
職

員
の
充
実
が
重
要
と
考
え
る
。

Q
図
書
館
の
役
割
が
大
き
く
変
化
し
、

本
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
滞
在

型
図
書
館
の
空
間
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
図
書
館
を
建
設
す
る
の
か
。

Ⓐ
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
新
し

い
知
識
や
情
報
、
人
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
、
ゆ
っ
く
り
と
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
図

書
館
を
目
指
し
た
い
。

Q
図
書
館
建
設
に
民
間
活
用
や
外
資
系

と
の
提
携
な
ど
を
考
え
て
い
る
か
。

Ⓐ
今
の
と
こ
ろ
い
ろ
い
ろ
な
資
料
や

情
報
を
収
集
し
て
、
内
部
的
な
検

討
に
と
ど
め
て
い
る
。

の
っ
テ
ィ
で
歴
史
探
訪

Q
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
試
行

的
に
１
日
２
回
午
前
と
午
後
、
の
っ

テ
ィ
を
利
用
し
て
歴
史
探
訪
で
き
な
い

か
。
そ
の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
「
の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
」
と
連
携

し
て
は
い
か
が
か
見
解
を
問
う
。

Ⓐ
法
律
に
よ
り
の
っ
テ
ィ
の
予
備
車

両
を
目
的
外
に
利
用
で
き
な
い
。

歴
史
探
訪
は
夏
休
み
期
間
中
に
小
中
学
生

を
初
め
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う

の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
に
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

産
学
官
連
携

Q
石
川
県
立
大
学
と
の
「
産
官
学
連

携
」
に
よ
る
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
酒

「
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
椿
」
に
続
く
商
品
開
発
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。
ま

た
、
金
沢
工
業
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
う
。

Ⓐ
先
般
販
売
を
開
始
し
た
「
の
っ
テ
ィ

の
水
」
は
産
学
官
連
携
商
品
で
あ

り
、
今
後
も
連
携
し
な
が
ら
商
品
の
開
発

に
努
め
た
い
。
金
沢
工
業
大
学
と
の
連
携

は
、
平
成
22
年
に
野
々
市
の
香
り
の
開
発

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
昨
年
に
は

産
学
連
携
教
育
が
実
践
さ
れ
、
研
究
費
の

一
部
を
助
成
し
た
。
今
後
も
連
携
推
進
協

議
会
な
ど
で
連
携
を
進
め
た
い
。

Q
図
書
館
建
設
の
日
程
な
ど
計
画
内

容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ⓐ
市
総
合
計
画
で
は
平
成
28
年
度
ま

で
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
規
模
や
運
営
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
全
国
の
様
々
な
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
個
性
的
で
野
々
市
ら
し
い

図
書
館
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
に

は
市
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
で
き
る
市

民
参
加
型
の
仕
組
み
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
利
用
し
、
仕
事
や
家
事
で
昼
間

な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
よ
う
な
人
の
意

見
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
市
民
に
夢
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ⓐ
具
体
的
な
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の

図
書
館
機
能
に
加
え
、
市
民
代
表

の
委
員
の
登
用
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
取
り
入
れ
、
様
々
な
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
環
境
未
来

都
市
」
構
想
の
認
定
を
目
指
せ
。

Ⓐ
計
画
し
て
い
る
施
策
を
実
行
し
、
そ

の
積
み
重
ね
が
結
果
と
し
て
環
境
未

来
都
市
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

野
々
市
市
の
発
達
支
援
体
制

Q
滋
賀
県
湖
南
市
の
「
発
達
支
援
シ

ス
テ
ム
」
を
視
察
し
て
き
た
。
本

市
の
発
達
障
が
い
者
の
支
援
体
制
の
現
状

を
問
う
。

Ⓐ
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必

要
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

Q
発
達
障
が
い
者
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
為
に
、
湖
南
市
の
発
達
支
援

室
の
よ
う
な
部
署
を
新
設
し
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行

い
、
本
市
独
自
の
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
せ
よ
。

Ⓐ
発
達
支
援
に
関
す
る
新
た
な
部
署

の
設
置
は
、
他
市
の
状
況
な
ど
を

参
考
に
今
後
研
究
し
た
い
。
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積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
意
見
交
換
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
に
教
育
委
員
会

の
活
動
が
理
解
さ
れ
る
。
身
近
で
開
か
れ

た
教
育
委
員
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

ゆ
と
り
教
育
と
人
格
形
成

Q
ゆ
と
り
教
育
が
制
定
さ
れ
四
半
世

紀
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力

が
大
き
く
後
退
し
人
格
形
成
に
も
不
安
が

あ
る
。
ゆ
と
り
教
育
の
是
非
と
人
格
形
成

を
旨
と
し
た
野
々
市
的
義
務
教
育
方
針
を

示
せ
。

Ⓐ
ゆ
と
り
教
育
が
学
力
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
批
判
を
受
け
、
新
学

習
指
導
要
領
は
そ
の
反
省
に
立
っ
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
、
授
業
時
間
数
な
ど
が
随
分
と

増
え
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
豊
か

な
心
と
体
づ
く
り
に
学
校
長
を
先
頭
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
は
算
数
・

数
学
教
育
の
充
実
を
重
点
に
掲
げ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
に
算
数
に
対
す
る
興
味
や
意

欲
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

人
格
形
成
は
人
と
の
関
わ
り
が
必
須
で
あ

り
、
７
月
の
一
斉
美
化
清
掃
で
地
域
の
一

員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
せ
て
い
る
。

椿
サ
ミ
ッ
ト
関
連
ま
ち
づ
く
り

Q
全
国
の
人
達
が
集
う
椿
サ
ミ
ッ
ト

は
我
が
市
の
知
名
度
を
大
き
く
広

め
て
く
れ
る
祭
典
で
あ
る
。
充
分
な
企
画

と
整
備
を
し
、
多
く
の
人
に
感
動
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
。
市
長
の
抱
負
を
聞
く
。

Ⓐ
２
月
に
山
口
県
萩
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
で
市
制
施
行

５
周
年
と
な
る
平
成
28
年
度
に
本
市
に
誘

致
し
た
い
と
伝
え
て
お
り
、
25
年
２
月
の

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
そ
の
内
定
が
も
ら
え
る

予
定
で
あ
る
。
野
々
市
大
会
に
向
け
て
沖

縄
サ
ミ
ッ
ト
後
に
準
備
委
員
会
で
企
画
の

素
案
を
考
え
、
26
年
度
中
に
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
。
野
々
市
ら
し
い
お
も
て

な
し
の
心
で
全
国
か
ら
の
来
場
者
を
お
迎

え
し
、
記
憶
に
残
る
す
ば
ら
し
い
椿
サ

ミ
ッ
ト
に
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
周
辺
の
環
境
整
備杉

林　

敏　

議
員

Q
北
陸
新
幹
線
の
工
事
に
よ
る
残
地

と
高
架
橋
下
を
有
効
利
用
し
て
、

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
。

Ⓐ
以
前
に
駅
利
用
者
以
外
の
高
架
下

の
利
用
に
つ
い
て
鉄
道
建
設
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
と
協
議
を
し
た
が
、

原
則
貸
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
う
残
地

は
、
道
路
状
況
な
ど
か
ら
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
候
補
地
と
し
て
適
し
て
い
な

い
。
候
補
地
は
、
現
在
選
定
中
で
あ
り
、

早
け
れ
ば
平
成
25
年
度
中
に
決
定
し
建
設

に
取
り
か
か
り
た
い
。

粟
田
保
育
園
跡
に
公
共
施
設
の
設
置
を

西
田　

治
夫　

議
員

Q
築
後
、
38
年
経
過
し
た
野
々
市
市

立
粟
田
保
育
園
が
民
間
保
育
園
に

移
行
し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
の
入
園
に

向
け
現
在
、
移
転
先
で
あ
る
粟
田
五
丁
目

地
内
で
建
設
中
で
あ
る
。
粟
田
保
育
園

は
、
市
の
人
口
の
約
15
％
が
居
住
す
る
人

口
集
中
地
区
と
な
る
市
東
南
部
唯
一
の
公

共
施
設
で
あ
る
。
保
育
園
が
移
転
民
営
化

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
粟
田

連
合
町
会
の
正
副
会
長
お
よ
び
新
庄
一
～

野
々
市
駅
前
に
公
共
施
設
の
設
置

Q
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
本
市

を
訪
れ
る
お
客
様
に
対
す
る
“
本

市
の
発
信
強
化
”
と
増
加
す
る
“
野
々
市

駅
利
用
者
に
対
す
る
利
便
性
向
上
”
に
向

け
観
光
案
内
・
情
報
発
信
拠
点
施
設
を
駅

前
に
配
置
を
。

Ⓐ
Ｊ
Ｒ
美
川
駅
の
事
例
を
参
考
に
新

幹
線
開
業
後
の
状
況
な
ど
見
据
え

な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
野
々
市
北
交
番
の
設
置

Q
市
北
部
の
人
口
増
加
と
そ
れ
に
伴

う
犯
罪
の
発
生
や
交
通
事
故
へ
の

対
応
強
化
と
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
、
交
番
の
設
置
を
一
日
も
早
く
実

現
を
。

Ⓐ
新
幹
線
金
沢
開
業
を
控
え
、
本
年

も
３
回
県
警
本
部
を
訪
ね
、
市
挙

げ
て
の
願
い
で
あ
る
と
要
望
書
も
提
出
し

た
。
今
後
も
交
番
設
置
実
現
に
向
け
積
極

的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
公
共
交
通
充
実

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
の
っ
テ
ィ
北

部
ル
ー
ト
の
利
用
者
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
原
因
分
析
と
今
後
の
対
応
策
は
。

Ⓐ
北
部
ル
ー
ト
は
平
成
19
年
度
を

ピ
ー
ク
に
利
用
者
数
が
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
Ｊ

Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
参
考
に
利
用
者
増
に

つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・
の
ん
キ
ー
を
“
あ

や
め
団
地
”
へ
の
乗
り
入
れ
を
要

望
す
る
。

Ⓐ
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果

を
ま
と
め
た
上
で
今
後
運
行
事
業

者
と
協
議
し
た
い
。

Q
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
停
留
所
に
も
、

待
合
所
・
屋
根
付
き
停
留
所
の
設

置
を
。

Ⓐ
当
該
バ
ス
停
は
北
陸
鉄
道
の
バ
ス

停
も
あ
り
、
重
要
な
交
通
結
節
点

で
あ
る
。
乗
り
継
ぎ
を
す
る
利
用
者
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
も
今
後
整
備
方
法
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

陸
上
競
技
場
・
総
合
運
動
公
園
の
建
設
求
む

川　

哲
郎　

議
員

Q
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

避
難
所
等
の
更
な
る
充
実
化
・
人

口
増
加
に
伴
う
、
施
策
の
見
直
し
、
現
状

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。
重
要
性
・

緊
急
性
・
必
要
性
の
観
点
か
ら
鑑
み
、
防

災
機
能
を
兼
ね
備
え
た
陸
上
競
技
場
の
建

設
お
よ
び
総
合
運
動
公
園
の
整
備
の
重
要

性
に
つ
い
て
市
の
見
識
・
展
望
を
示
せ
。

Ⓐ
３
月
に
堀
内
・
田
尻
・
蓮
花
寺
地

区
の
土
地
区
画
整
理
実
施
可
能
性

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
魅
力
的
な
地
域
と
な
る
よ
う
地

元
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
運
動
公
園

は
、
こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
展
し

て
い
く
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
第
一
次
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を

も
っ
て
、
人
口
増
加
に
伴
う
避
難

場
所
の
確
保
・
整
備
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
の
見
識
・
現
状
を
示
せ
。

Ⓐ
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
避
難
場
所

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
福
祉
避

難
所
や
拠
点
避
難
所
を
増
や
す
た
め
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Q
市
民
の
健
康
増
進
の
向
上
は
、
も

ち
ろ
ん
啓
蒙
・
啓
発
活
動
や
、
そ

れ
ら
に
伴
う
施
策
・
環
境
の
整
備
・
充
実

化
は
、
市
の
責
任
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
市
に
お
け
る
具
体
的
な
施
策
・
取
り

組
み
・
実
施
状
況
な
ど
が
あ
れ
ば
示
せ
。

六
丁
目
町
内
会
長
ら
に
よ
り
、
災
害
時
の

事
を
考
え
安
全
・
安
心
の
生
活
の
た
め
公

共
施
設
存
続
を
求
め
る
要
望
書
を
市
長
に

提
出
し
た
。
公
共
施
設
を
求
め
る
強
い
要

望
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

Ⓐ
粟
田
保
育
園
の
跡
地
利
用
は
、
子

育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
公
共
施

設
を
検
討
し
て
い
る
。
来
年
度
の
子
育
て

支
援
事
業
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え

て
計
画
し
た
い
。

市
の
税
収
入
に
つ
い
て
!!

Q
市
税
の
内
、
個
人
市
民
税
、
法
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
の
収
入
に
つ
い
て
各
々
過
年
度
と
比

較
し
て
今
年
度
の
収
入
状
況
は
、
ま
た
、

過
年
度
と
比
較
し
て
大
き
く
増
減
の
あ
る

税
収
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
を
聞
く
。

Ⓐ
平
成
23
年
度
決
算
は
69
億
４
７
７

５
万
円
で
あ
り
、
今
年
度
も
同
程

度
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
年
度
は

当
初
予
算
見
込
み
の
う
ち
、
年
少
扶
養
控

除
廃
止
影
響
額
が
予
想
以
上
に
大
き
か
っ

た
た
め
、
個
人
市
民
税
を
増
額
補
正
し

た
。
ま
た
、
評
価
替
え
に
伴
う
家
屋
評
価

額
の
下
落
が
見
込
み
よ
り
大
き
か
っ
た
た

め
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
減
額

補
正
し
た
。
今
後
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
、
必
要
な
税
収
の
確
保
に
努
め
た
い
。

Ⓐ
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
上
で
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
で
、
振
興
体
制
の

確
立
、
活
動
の
推
進
、
団
体
の
自
主
運
営

な
ど
を
軸
に
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
展
開
し
、

さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

Q
避
難
所
と
さ
れ
る
建
物
に
お
い
て
、

共
用
部
分
を
除
き
、
現
在
に
お
け

る
人
口
割
り
で
市
民
１
人
当
た
り
に
対
し

て
の
床
面
積
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
ど
れ
程
、

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
？

Ⓐ
避
難
場
所
の
収
容
人
員
は
、
被
害

の
種
類
や
被
害
規
模
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
本
市
で
は
避
難
者
１
人
当
た
り

の
床
面
積
を
最
低
２
．５
平
方
メ
ー
ト
ル

と
考
え
て
い
る
。

議 

会 

活 

動

12
月
16
日
か
ら
１
月
15
日

■
12
月

17
日　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会　

産
業
建

設
常
任
委
員
会

18
日　

意
見
書
等
調
整
会
議　

議
会
運
営

委
員
会

20
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

12
月
入
札

■�

公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

押
越
処
理
分
区　

第
16
工
区

予
定
価
格　

１
１
５
５
万
円

落
札
価
格　

１
０
８
１
万
５
千
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■�

公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

末
松
処
理
分
区　

第
２
工
区

予
定
価
格　

１
３
６
５
万
円

落
札
価
格　

１
２
８
１
万
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

ご 

寄 

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■�

ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
加
葉
田　

和
夫
様
（
白
山
市
）
か
ら

10
万
円

■�

市
福
祉
基
金
へ

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様
か
ら

２
万
２
２
４
１
円

▽
野
々
市
市
勤
労
者
協
議
会
様
か
ら

１
万
９
０
０
０
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様
か
ら

１
万
７
８
０
０
円

■�

市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
株
式
会
社
絹
川
商
事
代
表
取
締
役
社
長

　

絹
川
善
信
様
か
ら 

30
万
円

▽
関
西
野
々
市
会
会
長　

魚
野
政
治
様
か
ら

３
万
円

▽
匿
名
の
方 

３
万
円

▽
匿
名
の
方
２
件 

合
計
８
千
円
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議
会
だ
よ
り

11
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
福
井
県
永
平
寺
町
で
「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」、
滋

賀
県
湖
南
市
で
「
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長
　
尾
西
　
雅
代

永
平
寺
町

「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」

　

永
平
寺
町
は
、
平
成
18
年
２
月
に
２
町

１
村
が
合
併
し
ま
し
た
。
小
学
校
７
校
、

中
学
校
３
校
は
児
童
生
徒
数
に
大
き
な
ば

ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
統
廃
合
は
行
わ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
生
か
し
た
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、
幅
広
い
用
途
に
活

用
で
き
る
各
種
補
助
金
を
学
校
に
交
付
し

て
い
ま
す
。
学
校
側
が
学
力
を
上
げ
る
た

め
に
は
何
が
必
要
か
主
体
的
に
考
え
、
学

校
長
の
裁
量
に
よ
り
そ
れ
ら
の
交
付
を
受

け
、
積
極
的
な
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
松
岡
中
学
校
で
は
、
出
題

さ
れ
る
テ
ス
ト
問
題
を
事
前
に
教
え
、
そ

れ
を
学
習
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
全
員
が
１
０
０
点
を
取
る

ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
テ
ス
ト
を
す
る
ド

リ
ル
テ
ス
ト
と
い
う
取
り
組
み
を
行
い
、

基
礎
基
本
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
え
る
側
の
指
導
力
向
上
と
し

て
、
大
学
の
先
生
に
実
際
の
授
業
を
見
て

も
ら
い
、
教
師
の
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て

指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言

語
指
導
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
、
自

然
と
国
語
Ｂ
の
成
績
が
向
上
し
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
永
平
寺
中
学
校
の
取
り
組
み

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
生
徒
が

校
門
前
で
必
ず
校
舎
に
向
か
っ
て
一
礼
を

し
ま
す
。
自
転
車
通
学
の
生
徒
も
自
転
車

か
ら
降
り
て
一
礼
を
し
ま
す
。
ま
た
、
黙

想
で
始
ま
り
、
黙
想
で
終
わ
る
無
言
清
掃

で
は
、
皆
が
雑
巾
を
持
ち
、
教
室
、
廊
下
、

ト
イ
レ
ま
で
、無
言
で
拭
い
て
い
き
ま
す
。

そ
の
拭
き
方
も
、
順
番
や
規
則
が
あ
り
ま

す
。
永
平
寺
の
お
膝
元
ら
し
い
心
を
育
て

る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。
無
言
清

掃
は
全
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

湖
南
市

「
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
」

　

湖
南
市
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
支
援

の
必
要
な
人
に
対
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
学

齢
期
、
就
労
期
ま
で
、
教
育
・
福
祉
・
保

健
・
就
労
・
医
療
の
関
係
機
関
の
横
の
連

携
に
よ
る
支
援
と
、
個
別
の
指
導
計
画
に

よ
る
切
れ
目
の
な
い
縦
の
連
携
に
よ
る
支

援
が
が
っ
ち
り
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

湖
南
市
を
含
む
甲
賀
地
域
は
、
昔
か
ら

知
的
障
が
い
者
を
雇
う
職
場
や
生
活
の
場

が
あ
り
、
ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
の
父
と

言
わ
れ
る
糸
賀
一
雄
氏
ら
が
創
設
し
た
近

江
学
園
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
知

的
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
風
土
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
就

職
ま
で
の
間
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か
、

こ
こ
を
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
か
な
い

と
、
い
く
ら
そ
の
先
に
受
け
皿
が
あ
っ
た

と
し
て
も
障
が
い
者
雇
用
に
ま
で
結
び
つ

か
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
提
出
さ
れ
た
地
域
住
民
に

よ
る
署
名
や
当
時
の
町
長
の
意
気
込
み
な

ど
に
よ
り
、
平
成
14
年
に
発
達
支
援
シ
ス

テ
ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
た

め
、
平
成
18
年
に
「
障
が
い
の
あ
る
人
が

地
域
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
た
め
の

自
立
支
援
に
関
す
る
湖
南
市
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
責
務
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
、
協
力
し
て
障
が
い
者
の
支
援
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
責

務
の
条
文
は
行
政
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
市
民
も
誠
実
に

取
り
組
む
と
し
て
、
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

支
援
体
制
の
中
心
組
織
で
あ
る
発
達
支

援
室
は
、
個
々
の
指
導
計
画
に
基
づ
く
関

係
機
関
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
割
を

担
い
、
個
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
長
期
に
わ

た
っ
て
一
貫
し
た
支
援
を
総
括
す
る
部
署

で
す
。
義
務
教
育
終
了
後
も
関
わ
れ
る
よ

う
教
育
部
で
は
な
く
、
健
康
福
祉
部
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
連
続
的
、
横
断
的
な
支
援
が
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
視
察
調
査
を
踏
ま
え
、

今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福井県永平寺町にて

　

皆
さ
ん
、
毎
年
健
診
を
受
け
て
い
ま

す
か
？
健
診
で
は
、
身
長
や
体
重
、
採

血
、
心
電
図
な
ど
か
ら
、
現
在
の
体
の
状

態
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
生
活

習
慣
病
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
、「
内
臓
肥
満
（
内
臓
脂
肪
の
過
剰
な

蓄
積
）」
で
す
。

■ 

内
臓
脂
肪
っ
て

　

内
臓
脂
肪
は
、
血
液
中
の
余
分
な
脂
質

や
糖
を
中
性
脂
肪
と
し
て
た
め
て
お
く
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
食
事
を
し
て
吸
収
し

た
脂
質
や
糖
が
過
剰
な
場
合
、
余
っ
た
分

を
た
め
込
む
こ
と
で
、
血
液
中
に
増
加
す

る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

健 康 通 信

■ 

内
臓
肥
満
に
な
る
と
何
が
怖
い
の

　

血
液
中
の
脂
質
や
糖
が
過
剰
な
状
態
が

続
く
と
、
内
臓
脂
肪
は
限
界
ま
で
中
性
脂

肪
を
た
め
込
ん
だ
状
態
に
な
り
ま
す
。
内

臓
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
脂
肪
細
胞
か

ら
血
管
を
傷
つ
け
る
物
質
が
放
出
さ
れ
た

り
、
内
臓
脂
肪
に
取
り
込
め
な
く
な
っ
た

脂
質
や
糖
が
、
血
液
中
に
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
（
イ

ン
ス
リ
ン
）
の
働
き
を
弱
く
し
て
、
血
糖

値
を
高
く
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
血
管
を

傷
つ
け
る
要
因
に
な
り
、「
動
脈
硬
化
」

を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。

■ 

異
常
項
目
を
放
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

そ
の
他
の
健
診
項
目
も
異
常
を
放
っ
て

お
く
と
動
脈
硬
化
を
進
め
ま
す
。
血
管
が

傷
つ
き
始
め
る
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
出

ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
出
る
の
は
動
脈
硬

化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓

の
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し

た
時
で
す
。

問い合わせ
◆健康推進課
☎248・3511

意
外
と
怖
い
！ 

内
臓
肥
満

　

か
け
が
え
の
な
い
健
康
を
守
る
た
め

に
も
毎
年
健
診
を
受
け
、
体
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
健
診
結

果
に
基
づ
き
健
康
相
談
や
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

今すぐチェック !!

　あな
たの内

臓肥満
度は？

　　　健診結果の以下の項目から分かります。

ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

BMI が 25 以上なら肥満。

※標準体重＝身長（m）×身長（m）×22

腹囲（へその高さのウエストサイズ）

男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上なら肥満の可能性大。

20 歳以降の体重の増加率

20 歳頃の体重と比較して 15％以上増えているなら肥満の可能性アリ。

（例）【20 歳頃】50kg →【現在】57.5k
g

　やせている人も、この項目に該当する場合は要注意！
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。市民協働課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

お気に入りの本を手書きで紹介
手づくりPOP展

　野々市明倫高校の生徒たちが作った本の紹介カードが、
11月15日～12月15日の間、市立図書館を彩りました。
　これは、高校生が勧める本を見ることで、同年代の若者
にもっと読書に関心を持ってもらい、貸出数の向上につな
げようと市立図書館が初めて企画したものです。
　明倫高校の図書委員や有志生徒45人が、B6版の画用
紙にイラストを交えたりしながら、お気に入りの一冊を紹
介。「初めてミステリーを読む人にもおすすめです」「おも
しろいよ！」など実感のこもった言葉がつづられました。

支え合い、たすけ合うまち
歳末たすけ合い慰問

　市社会福祉協議会は12月26日㈬から年末にかけ、市
内54町内会から寄せられた地域歳末たすけ合い募金の中
から慰問金などを、市の民生委員児童委員の協力により、
約1520人に届けました。このうち、特別養護老人ホーム
富樫苑（中林）では、ホールに集まったお年寄りに「お体
を大切に」など声をかけながら慰問金を手渡しました。
　募金は、長期入院者や施設入所者、在宅要介護者などに
あたたかい正月を迎えてほしいと毎年行っているもので、
今年は約850万円が集まりました。

　１月４日㈮、新年互礼会が情報交流館カメリアで開かれ
約300人が出席しました。
　粟市長は「今年は、市民協働や都市基盤整備をさらに進
め、市民が野々市を舞台に大いに活躍できるよう環境づく
りをしていきたい」と抱負を述べました。引き続き、北村
市議会議長、吉田・徳野両県議会議員があいさつし、魚住
市商工会長の発声で乾杯しました。また、藤市連合町内会
長の音頭で万歳三唱し、新年を祝いました。
←「のっティの水」で乾杯する人もいました

新年の門出を祝う
新年互礼会

宇宙に行くには何をすればいい？
市制施行１周年記念　宇宙学校・ののいち

　ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）と市情報文化振興財
団が主催する宇宙学校が、12月15日㈯に本市で初めて開
催され、会場の情報交流館カメリアに、約200人の小中
学生の親子づれや宇宙に興味のある若者が集まりました。
　参加者は、「ブラックホールはどうやって観測するの」

「惑星は何個あるの」など、宇宙開発の最先端で活躍する
研究者と対話しながら、宇宙への夢を広げていました。カ
メリアでは、子どもの科学や自然への関心を高めるため、
星空観望会などの事業を積極的に行っています。

ネコの世界へようこそ
劇団nono公演「11匹のネコ、またたび」

　昨年１月に市誕生記念公演「トランプの国」を成功させ
た市民劇団「劇団nono（のの）」が、12月９日㈰に文化
会館フォルテで公演を行いました。
　今回は、以前公演した「11匹のネコ」を、キャストや
台本を大幅にリニューアルしての再演。個性あふれる11
匹のネコに扮した劇団員が舞台狭しと走り回り、約200
人の観客を劇の世界に引き込みました。
　劇団nonoでは劇団員を募集しています。問い合わせ
は、「劇団nono」事務局（フォルテ内）☎248-8000まで。

民間と協力して取り組む災害対応
㈱エイムとの災害協定を締結

　㈱エイムと「フィットネスクラブエイム21」（御経塚
４）を災害時に避難所として使用する協定を12月19日
㈬、締結しました。この施設には部屋が多くあることから、
避難者のニーズに応じた部屋割が可能であり、妊産婦など
配慮を要する女性が安心して避難生活を送ることが可能で
あり、また、シャワーなど入浴施設を備えていることから、
避難者の入浴施設として活用することにしています。
　協定は、地域に協力したいとの申し出により実現したも
ので、災害時の避難体制が強化されることになります。

大学と創る野々市
石川県立大学と包括連携協定

　活力ある個性豊かな地域づくりと、学術の振興を図るた
め、12月21日㈮、市は県立大と包括連携協定を締結しま
した。
　締結式は県立大で行われ、粟市長は「市全体を大学キャ
ンパスに見立てて活用してもらい、魅力あふれる大学と市
を創り上げていきたい」とあいさつしました。
　県立大と市は、これまでにも「純米吟醸酒 ichi 椿」や

「のっティの水」の開発などで連携していて、今後更に相
互に密接な連携協力を図っていきます。
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わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

広
告
欄

● 子ども向け

『コウテイペンギンのおやこ』
内山　晟／写真・文

ポプラ社

南極の冷たい氷の上では、ペン
ギンのお父さんとお母さんが、
かわるがわる赤ちゃんをあたた
めます。ペンギン親子の、過酷
だけど微笑ましい子育ての記
録。

● 大人向け

『ローマの休日  My  Fair  Audrey』
小藤田　千栄子／編

立風書房

オードリーが亡くなってから
20年。だが、あの夢のような
感動は色褪せない。
かつて日本人が選ぶ外国映画の
1位にもなった映画の魅力を、
各界の有名人が熱く語る。

● 今月の展示図書

テーマ『結婚』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

● 今月のおはなし会

とき：２月９、23日㈯
　　　午前 11 時から
場所：児童図書コーナー

図書館お役立ち情報：野々市の民話を題材にした、手づくり紙芝居を貸し出ししています。

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～㉓

〈第1問〉今年も新年の消防出初式で、第２・

４分団が勇壮なはしご登りを披露しました。

披露した20の技のうち、写真の技の名前は？

Ａ. 肝返り　Ｂ. しゃちほこ　Ｃ. 八艘飛び　

Ｄ. 邯鄲夢の枕（かんたゆめのまくら）

〈第2問〉内臓脂肪が溜まると、さまざまな病気を引き起

こします（メタボリックシンドローム）。さて、市のメタ

ボ健診の受診率は約何％？（平成22年度）

Ａ. 約85％　 Ｂ. 約65％　 Ｃ. 約45％　 Ｄ. 約25％

〈第3問〉３月に第４回大会が開かれるトリプルソフトバ

レーは１チーム何人制？

Ａ. ３人　　Ｂ. ４人　　Ｃ. ５人　　Ｄ. ６人

正解は

18 ページで

医者になりたい

嶋　優成くん
富陽小学校２年

看護師になりたい

居村　侑奈さん
富陽小学校１年

「サークルって何？」とよく聞かれます。当センター
のサークルは子育て中のお母さんたちが集ま

り、親子で一緒に遊ぶ中で、友達づくりや情報交換など
をしています。月曜日の「にこにこサークル」と金曜日
の「COWサークル」の２つが活動しています。季節に
応じた制作や公園遊び、消防署や工場の見学、フラワー
アレンジメント、料理教室など、１年を通してさまざま
なことを楽しんでいます。親子の触れ合いを大切にし、
子どもの成長を共に喜び、時には子育ての悩みを話し合
うなど、とてもアットホームな仲間です。「引っ込み思
案で恥ずかしがり屋の息子が、サークルに入ったことで
だんだん活発になり、たくさんの友達と家ではできない
ことを経験し、とても刺激を受けました」「転勤で誰も
知り合いがいなくて不安でしたが、サークルと出会い、
今では親子共に友達ができサークルの日が楽しみです」
とうれしい声も聞かれました。

２つのサークル共に、子育てを大いに楽しみ
ながら元気に活動しています。私たちス

タッフも各々のサークルが、主体的に活動を続け
ていけるようサポートし応援していきたい！と
思っています。サークルに入りたい人、興味のあ
る人は、ぜひ見学に来てください。

「にこにこサークル
　・COW サークル活動中」

子育て支援センターはくさん

　市が昨年スター
トさせた第１次総
合 計 画 に 掲 げ る

「市民協働のまちづ
くり」を実現する
ため、１月４日㈮、
庁内に市民協働推

進本部を設置し第１回の本部会議を行いました。
　推進本部の当面の目標は「まちづくり基本条
例」の策定ですが、その前段として市民協働を推
進する指針づくりを行います。指針づくりには、
所属課にとらわれずさまざまな職員が意見を出し
合う他、一般公募を含む市民から成る「まちづく
り市民会議」の意見も取り入れ、市民と行政がと
もにまちづくりを行っていきます。
　現在、この市民会議に参加する人を募集してい
ます。詳しい募集要項などは今月号のお知らせ版
１ページに掲載しています。これからの野々市市
を一緒に創りませんか。

市民協働推進本部を設立しました

市民協働推進指針

市民協働のまちづくり
市民会議

まちづくり基本条例
策定委員会

市民

連携

連携

市役所

目標１

目標２

目的：市民協働事業の協議
庁内の横断的な連携と調整

H25 年度予定

H26 年度予定

市民協働
推進本部

市民協働
ワーキング
グループ

まちづくり基本条例
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編
集
後
記

リレー方式で市民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき”

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

野々市市で暮らしてどうですか？
野々市に生まれ育って 20 年以上。町並みは変わっ
てきましたが、ご近所の人と声をかけあう温かい
雰囲気は変わりません。市全体は大きいので、ま
ずは自分の町内会の絆を大切にしています！
広報についてのご意見は？
毎月読んでいますが、他の若い人にも読んでもら
いたいです。子どもたちが楽しめて、親子の会話
のきっかけとなるような企画はどうでしょうか。
あと、のっティにもっと登場してほしいです。
自分の性格を一言であらわすと？
とりあえず、何でもやってみる。やると決めたら
自分が納得するまであきらめない。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
ジョギングです。布水中では陸上部でした。フル
マラソンを完走したこともあります！子どもたち
のためにも、市に陸上競技場があるといいですね。
目標やチャレンジしてみたいことは？
今日よりも明日。日々精進です。昨年の地区運動
会ではチーム対抗リレーのアンカーを務め、優勝
しました！今年は連覇を狙いたいです。

杉田　多翔史さん／御経塚３

毎年、地区運動会に
参加することが楽しみです

第
1
4
8
回
芥
川
賞
は
黒
田

夏
子
さ
ん
の
「
a
b
さ
ん
ご
」。

こ
の
作
品
は
30
年
近
く
の
時
間

を
か
け
て
形
を
成
し
た
と
の
こ

と
。
改
め
て
記
す
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
広
報
紙
も
昭
和
30
年
7
月
の

野
々
市
公
民
第
1
号
発
行
か
ら

58
年
の
出
来
事
を
記
し
て
き
ま

し
た
。
過
去
の
市
広
報
紙
は

「
の
の
い
ち
地
域
事
典
・
デ
ジ

タ
ル
B
o
o
k
」
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。
冬
の
長
い
夜
は
、
こ

こ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
時
の
扉
を

開
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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市
の
成
人
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は
、
毎
年
新
成

人
の
有
志
に
よ
る
実
行
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会
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企
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・
運
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て
い
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す
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上
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い
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は
、
３
年
前
の
成
人
式
実
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員
の
１
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偶
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、
３
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に

取
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私
だ
っ
た
た
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自
然
と
当
時
の
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題
に
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委
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を
や
っ
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一
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よ
か
っ
た
こ
と

は
、
他
の
実
行
委
員
や
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
恩
師
と
、
今
で

も
連
絡
を
取
り
合
う
関
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が
築

け
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こ
と
、
だ
そ
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で
す
。
地

域
を
愛
す
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若
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育
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い

く
姿
に
、
野
々
市
市
の
明
る
い

未
来
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見
え
ま
し
た
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【今月の表紙】
　新成人たちの晴れ晴れとした姿が輝
くなか、一言一言思いを込めて「愛と
和の市民憲章」を唱和する吉村宗一郎
さん（左）と瀬戸友里恵さん（右）。
実行委員の皆さんが制作したビデオの
中で恩師から贈られた言葉「感謝の心
と謙虚さを大切に、周りの人からかわ
いがられる大人になってください」が
胸に響く式でした。

う
ぶ
ご
え
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前
住
所

住
　
所

佐
藤　

晴
彦　
太
平
寺
１

土
田　

菜
摘　

七
尾
市
）太
平
寺
１

小
林　

卓
也　

金
沢
市

松
永　

梨
花　

白
山
市
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６

安
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４
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６
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６
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３
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金
沢
市
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納
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櫻
屋
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金
沢
市

笹
木　

麻
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白
山
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子
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歳

瀬
戸
松
太
郎

上
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４
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歳
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鈴
子
太
平
寺
１
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歳

平
野　

冨
子
太
平
寺
４

93
歳

中
川　
　

綠

三
納
３
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歳

本
谷　

秀
三

下
林
４
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歳

佐
々
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實

横
宮
町
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歳

直
山　

外
男

粟
田
１
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歳

熱
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雪

本
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４

87
歳

束
田　

ヨ
シ
太
平
寺
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貞
雄
藤
平
田
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歳

白
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徹

稲
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１
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歳

中
村　

典
子
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歳

高
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秀
信

本
町
１
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歳

水
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純
一

矢
作
２
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歳

杉
林　

敏
信
御
経
塚
１

81
歳

■ 12 月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口	 49,562人	（＋  25）

　　男　	 25,204人	（－    7）

　　女　	 24,358人	（＋  32）

　世帯数	 21,476世帯	（＋    7）

■ 12 月中の人の動き

　転　入	 175 人

　転　出	 175 人

　出　生	 48 人

　死　亡	 23 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H25.12.15～H25.1.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

野 々 市 検 定　（問題は16ページ）

【第1問】Ｃ. �八艘飛び　壇ノ浦の戦いで源義経が船から船へと飛
び移った姿を模したものと言われています。

【第2問】Ｃ. �約45％　県内第５位の受診率で、２年連続で前年度
を上回っています。目指せ65％（市町村の目標値）。

【第3問】Ｂ. �４人　円形のコートで４人１組の３チームが同時に
プレーします。今、市で一番熱いニュースポーツです。
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　12月８日㈯に東京で開かれた「ふる
さと交流会in東京」の会場で、穴八幡
宮（東京都新宿区）の宮司らとお会いし
ました。どういったご縁かと伺うと、光
松八幡神社と縁があるとのこと。3代加
賀藩主・前田利常が、江戸でも有名だっ
た穴八幡神社から金沢城内に分神を賜
り、その後、廃藩置県の際に徳用村に住
む人たちの熱心な嘆願によって金沢城か
ら現在の徳用町に移され、鉾杉八幡神社
となり、明治22（1889）年から現在の

名称となったそうです。神社には前田斉
泰ゆかりの品々が残っていて、光松八幡
宮縁起などが市の有形文化財に指定され
ています。
　今年、氏子総代を務める古田さんに案
内していただきました。
「拝殿の中には、私が生まれたときに奉
納した絵馬があります。当時15世帯だっ
た徳用町も今では約10倍の147世帯。
周りは住宅が増え、賑やかになりました
が、神社の趣は昔から変わりません」

徳用南公園（西部ルート⑯）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　前田家の家紋「加賀梅鉢」が、社殿や狛犬の台座に施されています。前
田家から譲り受けたこの神社を、地域の人たちが大切に守り伝えてきた証
としてキラキラ輝いていました。（バス停「徳用南公園」から徒歩１分）

のっティで巡る

ののいち探訪⑧

子どものときは境内の木に
登って遊んだり、机を並べ
て勉強したりしました。高
校生の頃、前田家縁の歴史
ある神社だと知りました。
拝殿に雨漏りが見られるの
で、屋根を修理して、きち
んと後世に伝えたいです。

　古田 義則さん

案内人

光松八幡神社

公園にはツバキやサ
ザンカが

バス停の隣は神社と公園


